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本
文
研
究
は
、
あ
ら
ゆ
る
古
典
文
学
研
究
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
す
。
近
年
、
国
内
外
の
古
典
籍
が
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
、
多
数
の
資
料
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
伝
本
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
和
歌
に
限
ら
ず
、
現
在
広
く
用
い
ら

れ
て
い
る
古
典
文
学
作
品
の
本
文
そ
の
も
の
を
、
あ
ら
た
め
て
検
討
し
直
す
べ
き
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
を
迎
え
、
従
来
の
紙
媒
体
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
公
開
を
前
提
と
し
た
本
文
提

示
と
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
を
想
定
し
た
本
文
提
示
と
で
は
、
方
法
が
異
な
っ
て
然
る
べ
き
で
す
。

　
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、
こ
の
た
び
「
和
歌
文
学
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
構
築
計
画
」
と
い
う
共
同
研
究

を
開
始
し
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
（Text Encoding Initiative

）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
則
し
た
和
歌
文
学
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
構
築
し
、
公
開
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
共
同
研
究
は
、
基
盤
研

究
（
Ｃ
）「
次
世
代
の
翻
刻
校
訂
モ
デ
ル
を
搭
載
し
た
中
世
歌
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
本
文
分
析
の
実

践
的
研
究
」（JP22K

00303

）
を
発
展
的
に
継
承
し
た
、
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
次
世
代
の
日
本
文
学
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
構
造
化
と
歌
論
歌
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
関
す
る
実
践
的
研
究
」（JP25K

00439

）
の
採
択

を
受
け
て
遂
行
し
て
い
ま
す
。
研
究
組
織
は
、
研
究
代
表
者
：
加
藤
弓
枝
（
名
古
屋
大
学
）、
研
究
分
担
者
：

海
野
圭
介
（
早
稲
田
大
学
）・
青
山
英
正
（
東
京
大
学
）・
菊
池
信
彦
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）・
舟
見
一
哉

（
実
践
女
子
大
学
）・
田
口
暢
之
（
鶴
見
大
学
）・
甲
斐
温
子
（
静
岡
大
学
）、
研
究
協
力
者
：
幾
浦
裕
之
（
文

部
科
学
省
）・
舘
野
文
昭
（
埼
玉
大
学
）
の
計
九
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
中
世
歌
合
・
和
歌

集
の
ほ
か
、
歌
論
書
・
歌
学
書
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
良
質
な
論
文
や
注
釈
に
恵
ま
れ
る
か
ど
う
か
は
、
古
典
の
存
続
そ
の
も
の
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
の

た
め
、
本
文
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
付
随
す
る
研
究
成
果
も
広
く
公
開
さ
れ
、
長
く
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
歴
史
と
未
来
を
包
摂
し
、
利
用
者
が
そ
の
あ
い
だ
を
自
在
に
行
き
来
で
き
る
テ
キ
ス
ト
を
い

か
に
構
築
し
公
開
し
て
い
く
か

―
こ
の
課
題
に
、
本
計
画
を
通
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
で
は
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
、
今
後

考
え
て
い
き
た
い
こ
と
を
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
創
刊
号
で
は
、

共
同
研
究
の
メ
ン
バ
ー
も
多
数
登
壇
し
た
和
歌
文
学
会
特
別
例
会
「
和
歌
文
学
研
究
、
こ
の
次
の
百
年
」
を

お
聞
き
く
だ
さ
っ
た
近
藤
泰
弘
氏
・
田
渕
句
美
子
氏
よ
り
、
次
世
代
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
に
関
す
る
ご
寄
稿

を
、
ま
た
荻
原
大
地
氏
よ
り
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
入
門
講
座
に
関
す
る
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
三
回
の
刊
行

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
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近こ
ん

藤ど
う

泰や
す

弘ひ
ろ

■
和
歌
研
究
の
成
果
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に

　

二
〇
二
四
年
に
開
催
さ
れ
た
特
別
例
会
は
、『
千せ
ん

五ご

百ひ
ゃ
く

番ば
ん

歌う
た

合あ
わ
せ』

へ
の
Ｔ
Ｅ
Ｉ
適

用
を
中
心
に
、
和
歌
文
学
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
（
Ｄ
Ｈ▼

）
の

交
点
が
具
体
的
な
形
で
示
さ
れ
た
と
い
う
点
で
ま
さ
に
画
期
的
な
催
し
で
あ
っ
た
。

Ｔテ
ィ
ー

Ｅイ
ー

Ｉア
イ

（Text Encoding Initiative

▼
）
は
、
一
九
八
〇
年
代
末
に
欧
米
の
文
献
学
者
た

ち
が
立
ち
上
げ
た
テ
キ
ス
ト
記
述
の
国
際
標
準
で
あ
る
。
最
初
は
Ｓエ
ス

Ｇジ
ー

Ｍエ
ム

Ｌエ
ル
▼、
現
在

で
は
Ｘ
エ
ッ
ク
ス

Ｍエ
ム

Ｌエ
ル
▼と
い
う
汎
用
性
の
高
い
タ
グ
付
け▼

方
法
を
、
文
学
作
品
な
ど
で
使
い

や
す
い
よ
う
に
標
準
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
永な
が

崎さ
き

研き
よ

宣の
り

氏
ら
の
献
身
的

な
努
力
に
よ
っ
て
「
文
学
資
料
を
世
界
的
な
枠
組
み
の
中
で
共
有
す
る
た
め
の
共
通

語
」
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
和
歌
研
究
は
、
本
文
校こ
う

訂て
い

や
注
釈
、

伝で
ん

本ぽ
ん

比
較
を
、「
紙
の
上
の
精
密
な
作
業
」
で
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き

た
が
、
い
ま
、
そ
の
成
果
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
の
形
式
と
し
て
Ｔ
Ｅ
Ｉ
が
浮

上
し
て
い
る
。
私
自
身
は
、T

EI-P3

（
3
版▼

）
が
、
一
九
九
四
年
に
日
本
に
紹
介
さ

れ
た
時
か
ら
、
ず
っ
と
Ｔ
Ｅ
Ｉ
に
は
関
心
を
持
っ
て
来
た
の
で
、
感
慨
深
い
も
の
が

あ
っ
た
。

■
作
品
の
文
脈
を
保
っ
た
「
階
層
デ
ー
タ
」
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

　

と
り
わ
け
今
回
の
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
Ｔ
Ｅ
Ｉ
適
用
（
5
ペ
ー
ジ
【
図
1
】【
図

2
】
参
照
）
は
示
唆
に
富
む
。
歌う
た

合あ
わ
せと
い
う
多
数
の
レ
イ
ヤ
ー
を
持
つ
構
造

―
左

右
の
方か
た

、
判は
ん

詞じ

、
歌
番
号
、
作
者
、
判は
ん

者じ
ゃ

、
出
典

―
を
す
べ
て
Ｘ
Ｍ
Ｌ
の
階
層
と

し
て
表
現
で
き
る
点
は
、
ま
さ
に
Ｔ
Ｅ
Ｉ
の
真
価
を
発
揮
す
る
部
分
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
和
歌
本
文
を
単
な
る
「
文
字
列
」
と
し
て
で
は
な
く
、
作
品
の
社
会
的
・
文
化

的
文
脈
を
階
層
的
に
示
し
た
デ
ー
タ
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

研
究
者
は
作
品
を
再
編
集
・
再
配
列
し
な
が
ら
、
過
去
に
は
見
え
な
か
っ
た
関
係
性

を
動
的
に
探
索
で
き
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

■
研
究
そ
の
も
の
の
方
法
を
再
設
計
す
る
契
機
と
し
て

　

し
か
し
今
回
の
催
し
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
技
術
的
な
側
面
よ
り
も
、
む
し
ろ

「
研
究
者
自
身
が
ど
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
化
と
向
き
合
う
か
」
と
い
う
姿
勢
の
問
題

で
あ
っ
た
。
発
表
者
が
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
を
単
な
る
ア
ー
カ
イ
ブ
化
で
は
な
く
、「
研
究
そ

の
も
の
の
方
法
を
再
設
計
す
る
契
機
」
と
し
て
語
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
同
一
作
者
の
歌
群
を
自
動
抽
出
し
、
語
彙
や
修
辞
の
特
徴
を
横
断
的
に

分
析
す
る
こ
と
、あ
る
い
は
新
た
に
開
発
さ
れ
た
Ｔ
Ｅ
Ｉ
和
歌
ビ
ュ
ー
ワ
に
よ
っ
て
、

複
数
の
写し
ゃ

本ほ
ん

の
異
文
を
同
一
フ
レ
ー
ム
で
比
較
し
、
テ
キ
ス
ト
の
変
遷
を
可
視
化
す

る
こ
と
。
こ
う
し
た
作
業
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
の
記
憶
や
ノ
ー
ト
に
埋
も
れ
て
い

た
「
暗
黙
知
」
を
形
式
化
す
る
試
み
と
も
い
え
る
。
私
自
身
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
和
歌

の
分
析
を
行
っ
て
い
る
立
場
か
ら
見
る
と
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
は
単
な
る
「
表
示
形
式
」
で
は

な
く
、
Ａ
Ｉ
に
と
っ
て
の
「
理
解
可
能
な
文
脈
情
報
」
を
与
え
る
装
置
で
あ
る
。
Ａ

Ｉ
は
、
文
の
前
後
関
係
や
語
の
出
現
頻
度
だ
け
で
な
く
、
タ
グ
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ

た
構
造

―
た
と
え
ば<author>

、<date>

、<gap>

の
よ
う
な
要
素

―
を
使
っ
て
、

よ
り
厳
密
な
解
釈
を
行
う
。
も
ち
ろ
ん
Ａ
Ｉ
に
は
自
ら
こ
の
構
造
を
見
い
だ
す
能
力

も
あ
る
が
、
得
ら
れ
た
結
果
の
同
一
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
研
究
者
自
身
に
よ

る
タ
グ
の
定
義
は
重
要
で
あ
る
。

■
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
共
通
形
式
へ
の
整
備

　

今
後
の
課
題
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｔ
Ｅ
Ｉ
適
用
の
成
果
を
、
個
々
の
研
究
者
の
手
元

に
閉
じ
込
め
ず
、
共
同
で
発
展
さ
せ
て
い
く
体
制
を
ど
う
作
る
か
で
あ
る
。
日
本
で

は
、
大
学
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
、
プ
レ
ー
ン
な
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
、
あ
る
い

は
独
自
仕
様
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
が
存
在
し
、
相
互
運
用
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
傾

向
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
Ｔ
Ｅ
Ｉ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
で
き
る
だ
け
沿
っ
た
共
通
形
式

へ
整
備
す
る
こ
と
が
、
次
の
世
代
の
共
有
基
盤
づ
く
り
に
不
可
欠
で
あ
る
。
欧
米
で

【
次
世
代
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
構
築
に
向
け
て
】

 
和
歌
文
学
研
究
　
次
の
百
年
の
基
盤
づ
く
り

 
―
Ｔ
Ｅ
Ｉ
に
よ
る
「
構
造
化
と
共
有
化
」

―

近藤泰弘［青山学院大学名誉教授］
専門は、日本語史・日本語文法・コーパス言語学。1979 年東京大学大学院人文科学研究科国語国文学専
門課程修了。2003 年に博士（文学）取得。日本女子大学文学部助教授等を経て、2023 年まで青山学院大
学文学部教授。主著に『日本語記述文法の理論』（ひつじ書房、2000 年）がある。第 28 回金田一京助博
士記念賞受賞。
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TEI は欧米を中心とした人文学研究者、図書館情報学者、研究司書が中心となって設立、運営されるプ
ロジェクトです。欧米圏外の資料への適用は不十分でしたが、鶴見大学の大矢一志氏によるタグの個別
説明の日本語訳が行われました。2016 年には TEI コンソーシアムに東アジア／日本語分科会が設置され、
永崎研宣氏を中心としてガイドラインの日本語訳や普及のための講習会、シンポジウムの開催、ビュー
ワの開発が行われています。2024 年には TEI 古典籍ビューワが永崎氏とフェリックス・スタイルの本
間淳氏によって開発され、日本語資料の TEI/XML がデータ作成中にも確認しやすくなりました。（幾浦）

は
、G

ギ
ッ
ト
ハ
ブ
▼

itH
ub

やZ

ゼ
ノ
ド
▼

enodo

で
デ
ー
タ
を
公
開
し
、
誰
で
も
改
訂
や
派
生
を
提
案
で
き

る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
和
歌
研
究
の
世
界
で
も
、
校
訂
本
文
・
注
釈
・

書
誌
情
報
を
、Ｔ
Ｅ
Ｉ
準
拠
Ｘ
Ｍ
Ｌ
デ
ー
タ（
以
下T

EI/X
M

L

）と
し
て
統
合
し
た「
共

有
本
文
」
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
際
、
研
究
者
が
自
ら
タ
グ
を
手
入
力
す
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
。
む
し
ろ

重
要
な
の
は
、「
ど
の
部
分
が
ど
の
よ
う
な
情
報
単
位
で
あ
る
か
」
を
意
識
し
て
整

理
す
る
「
構
造
化
の
思
考
」
で
あ
る
。
実
際
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
作
業
は
、Ａ
Ｉ
に
よ
っ

て
か
な
り
の
部
分
を
自
動
化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
は
文
脈

を
解
析
し
、「
詞
書
」「
題
」「
作
者
」「
判
詞
」
な
ど
を
高
精
度
に
判
別
で
き
る
段
階

に
あ
り
、
研
究
者
は
そ
の
結
果
を
確
認
し
、
調
整
す
る
だ
け
で
よ
い
。
す
な
わ
ち
、

人
間
が
必
要
な
構
造
を
決
定
し
、
Ａ
Ｉ
が
記
述
を
担
う
と
い
う
役
割
分
担
が
現
実
的

な
方
向
で
あ
ろ
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
覚
え
る
よ
り
先
に
、「
自
分
の
研
究
対
象

を
ど
の
よ
う
な
構
造
と
し
て
提
示
す
べ
き
か
」
を
考
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

■
次
の
百
年
は
「
構
造
化
と
共
有
化
」
の
時
代
に

　

以
上
の
よ
う
に
、T

EI/X
M

L

は
、
和
歌
文
学
の
「
次
の
百
年
」
を
形
づ
く
る
基

盤
と
な
る
と
思
う
。Ａ
Ｉ
が
生
成
す
る
解
析
モ
デ
ル
は
、Ｔ
Ｅ
Ｉ
で
整
備
さ
れ
た
デ
ー

タ
を
入
力
す
る
と
、
文
体
・
修
辞
・
語
彙
選
択
の
特
徴
を
定
量
的
に
示
す
こ
と
が
で

き
る
。
つ
ま
り
、和
歌
の
美
的
世
界
が
「
数
値
的
に
読
め
る
」
時
代
が
来
つ
つ
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
人
間
の
直
感
や
感
性
を
置
き
換
え
る
も
の
で
は
な
く
、
研
究
の

裏
付
け
を
強
化
す
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ａ
Ｉ
と
人
文
学
の
協
働
を
成

立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
資
料
の
正
確
な
構
造
化
が
欠
か
せ
な
い
。
今
回
の
『
千
五
百

番
歌
合
』
の
Ｔ
Ｅ
Ｉ
適
用
は
、
そ
の
第
一
歩
で
あ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
、
勅
ち
ょ
く

撰せ
ん

集し
ゅ
うや

歌か

論ろ
ん

書し
ょ

、
注
釈
書
な
ど
の
構
造
化
と
も
連
携
し
て
い
け
ば
、
和
歌
文
学
の
全
体
像
を

再
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
は
研
究
者
だ
け
に
必
要
な
も
の
で
は
な
い
。
本
文
と
、
わ
か
り
や

す
い
現
代
語
訳
を
対
と
し
て
構
造
化
し
た
Ｔ
Ｅ
Ｉ
テ
キ
ス
ト
は
、
文
学
研
究
の
裾
野

を
広
げ
る
た
め
に
も
重
要
な
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
は
、
電
子
出
版
の
た
め

の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
も
重
要
で
あ
る＊
＊

。
百
年
前
、
国
文
学
が
「
本
文
校
訂
」
と
い

う
方
法
を
確
立
し
た
よ
う
に
、
次
の
百
年
は
「
構
造
化
と
共
有
化
」
の
時
代
と
な
る

column
日本において
TEI はどのように

導入され普及したの？

だ
ろ
う
。
Ｔ
Ｅ
Ｉ
デ
ー
タ
は
、
そ
の
た
め
の
共
通
言
語
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け

る
新
た
な
「
本
文
批
評
の
場
」
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

＊
1　

今
も
多
く
の
出
版
は
Ｄ
Ｔ
Ｐ
化
さ
れ
て
い
て
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
上
で
組
版
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
デ
ー
タ
も
、
辞
書
の
よ
う
に
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
定
ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
で
記

述
す
る
と
再
利
用
性
が
高
ま
る
。
国
文
学
の
研
究
書
、
特
に
注
釈
書
や
本
文
校
訂
な
ど
も
、
今

後
Ｘ
Ｍ
Ｌ
化
が
課
題
と
な
る
。

☟
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
関
連
用
語
の
紹
介

▼
デ
ジ
タ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
（
Ｄ
Ｈ
）
…
人
文
学
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
適
用
す
る
学
際

的
、
国
際
的
な
研
究
。
各
領
域
の
対
象
や
方
法
を
「
方
法
論
の
共
有
地
」
の
理
念
の
も
と
に
相

互
に
参
照
し
合
い
研
究
の
深
化
と
方
法
の
共
有
を
目
指
す
。

▼
Ｔ
Ｅ
Ｉ
（Text Encoding Initiative

）
…
人
文
学
資
料
を
構
造
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

た
め
の
標
準
策
定
を
目
的
と
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
タ
グ
付
け
の
ル
ー
ル
を
提
案
す
る
一
覧
）

と
、
そ
の
策
定
を
行
う
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
。

▼
Ｓ
Ｇ
Ｍ
Ｌ
…Standard G

eneralized M
arkup Language

（
標
準
汎
用
性
マ
ー
ク
付
け

言
語
）。
デ
ー
タ
の
長
期
的
利
用
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
言
語
で
、
現
在
ウ
ェ

ブ
で
使
用
さ
れ
る
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
の
も
と
に
な
っ
た
。

▼
Ｘ
Ｍ
Ｌ
…Extensible M

arkup Language

（
拡
張
可
能
な
マ
ー
ク
付
け
言
語
）。
Ｔ
Ｅ
Ｉ

で
使
用
す
る
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
言
語
。M

icrosoft O
ffice

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
）
の
裏
側
で
も
こ
れ
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
デ
ー
タ
の
変
換
が
容
易
で
あ
る
。

▼
タ
グ
付
け
…<persN

am
e>

（
人
名
）
な
ど
半
角
の<>

記
号
で
対
象
と
な
る
テ
キ
ス
ト
を

挟
み
、
入
れ
子
状
の
階
層
構
造
を
付
与
し
、
機
械
に
対
象
の
構
造
や
意
味
を
認
識
さ
せ
る
。
マ
ー

ク
ア
ッ
プ
と
も
い
う
。

▼TEI-P3
（
3
版
）
…
Ｓ
Ｇ
Ｍ
Ｌ
を
使
用
し
て
い
た
頃
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
第
三
版
。
書
籍

と
し
て
も
刊
行
さ
れ
た
。
現
在
の
最
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
二
〇
〇
七
年
に
公
開
さ
れ
たP5

で

Ｘ
Ｍ
Ｌ
を
使
用
す
る
。

▼G
itH

ub

…
デ
ー
タ
を
共
有
し
て
バ
ー
ジ
ョ
ン
管
理
を
行
う
た
め
の
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
な
る
リ
ポ
ジ
ト
リ
。
誰
で
も
無
料
で
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
で
き
、TEI/XM

L

を
解
説
と
と
も

に
公
開
で
き
る
。

▼Zenodo

…
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
を
推
進
す
る
リ
ポ
ジ
ト
リ
。
研
究
デ
ー
タ
を
登
録
す
る

と
Ｄ

デ
ィ
ー
オ
ー
ア
イ

Ｏ
Ｉ
（
デ
ジ
タ
ル
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
識
別
子
）
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
付
与
さ
れ
、
研
究
参
照
さ
れ
や
す

く
な
る
。�

（
幾
浦
）
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■
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
節
目
の
時
に

　

和
歌
文
学
研
究
に
お
い
て
、『
新し
ん

編ぺ
ん

国こ
っ

歌か

大た
い

観か
ん

』
の
デ
ー
タ
化
は
大
き
な
節
目
・

転
換
で
あ
っ
た
。
一
九
九
六
年
に
発
売
さ
れ
た
最
初
の
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
作
る
際
、

デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
の
有
用
性
を
最
初
に
指
摘
さ
れ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
る
こ
と

を
積
極
的
に
提
言
さ
れ
た
の
は
、
故
久く

保ぼ

木き

哲て
つ

夫お

氏＊
＊

で
あ
っ
た
と
い
う
。
久
保
木
氏

の
柔
軟
な
思
考
と
先
見
性
に
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
現

在
も
研
究
方
法
が
一
変
す
る
よ
う
な
大
き
な
節
目
の
時
と
言
え
よ
う
。
こ
の
デ
ジ
タ

ル
時
代
の
大
き
な
波
の
中
で
、「
和
歌
文
学
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
構
築
計
画
」
の
計
画

力
と
行
動
力
、
先
進
性
に
驚
き
、
こ
れ
を
推
進
す
る
加
藤
弓
枝
氏
を
は
じ
め
と
す
る

メ
ン
バ
ー
の
方
々
に
、
期
待
と
信
頼
を
抱
い
て
い
る
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
議

論
の
場
と
し
た
い
と
い
う
こ
と
も
、
秀
逸
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

　

私
自
身
は
Ｔ
Ｅ
Ｉ
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
論
文
や
和
歌
文
学
会
特
別
例
会
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
ご
く
粗
々
知
っ
て
い
る
だ
け
の
全
く
の
素
人
で
あ
り
、
こ
の

エ
ッ
セ
イ
の
依
頼
が
あ
っ
た
時
に
は
正
直
驚
い
た
。
が
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
に
疎
い
側
か
ら
の

見
方
も
必
要
と
い
う
広
い
お
考
え
だ
ろ
う
と
勝
手
に
解
釈
し
て
、
誤
解
・
失
考
も
覚

悟
し
つ
つ
、
た
ど
た
ど
し
い
感
想
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
Ｔ
Ｅ
Ｉ
で
古
典
文
学
研
究
が
進
展
す
る
未
来

　
「
和
歌
文
学
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
構
築
計
画
」
な
ど
で
既
に
作
成
さ
れ
て
い
る
Ｔ
Ｅ

Ｉ
準
拠
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
【
図
1
】
の
例
と
そ
れ
を
表
示
し
た
Ｔ
Ｅ
Ｉ
和
歌
ビ
ュ
ー

ワ
【
図
2
】
を
見
る
と
、
実
に
立
体
的
な
注
釈
・
研
究
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
本
文
、

異い

同ど
う

、
原
本
画
像
、
注
、
参
考
歌
な
ど
が
見
や
す
く
構
成
さ
れ
て
い
て
、
縦
書
き
な

の
も
あ
り
が
た
い
。
直
感
的
な
操
作
も
し
や
す
い
配
置
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
一
冊
の

本
の
あ
ち
こ
ち
の
ペ
ー
ジ
、
数
冊
の
本
、
い
く
つ
か
の
画
面
な
ど
複
数
ひ
ら
い
て
見

て
い
た
も
の
が
、
一
つ
の
画
面
に
集
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
集
中
し
て
見
た
り
考
え

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
検
索
の
ツ
ー
ル
も
備
わ
る
。
し
か
も
付
加
す
る

デ
ー
タ
の
分
量
が
自
由
と
い
う
点
は
書
籍
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
は
大
き
い
。

底て
い

本ほ
ん

や
対た
い

校こ
う

伝
本
の
本
文
が
ク
リ
ッ
ク
一
つ
で
切
り
替
え
ら
れ
る
の
も
便
利
で
あ

る
。
勿
論
こ
う
し
た
異
文
・
画
像
情
報
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
盛も
り

田た

帝て
い

子こ

氏
編
『
十
じ
ゅ
う

番ば
ん

虫む
し

合あ
わ
せ

絵え

巻ま
き

』＊
＊

の
よ
う
に
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
準
拠
で
日
本
語
訳
と
英
語
訳
が
対
照
さ
れ
て

い
る
テ
キ
ス
ト
も
増
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
今
後
、著
作
権
の
問
題
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

あ
る
テ
キ
ス
ト
本
文
を
掲
げ
て
、
た
と
え
ば
古こ

注ち
ゅ
うの
集
成
、
古こ

筆ひ
つ

切ぎ
れ

の
集
成
、
近
現

代
の
注
釈
書
の
集
成
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
の
翻
訳
の
集
成
も
一
度
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
実
現
す
れ
ば
、
テ
キ
ス
ト
を
基
盤
に
し
て

研
究
し
て
い
く
私
達
に
と
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
の
革
命
的
な
立
体
化
・
深
化
で
あ
ろ
う
。

　

私
達
が
作
品
と
し
て
テ
キ
ス
ト
を
読
む
時
に
は
、
将
来
も
書
籍
な
ど
の
紙
の
テ
キ

ス
ト
や
注
釈
を
手
放
す
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
紙
媒
体
の
研
究
書
も
、
影え
い

印い
ん

・
翻ほ
ん

刻こ
く

も
必
要
で
あ
り
、
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
体
を
じ
っ
く
り
読
む
こ
と
が
で
き

る
紙
の
書
籍
が
、
駆
逐
さ
れ
る
と
い
う
方
向
に
は
行
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
む
し

ろ
Ｔ
Ｅ
Ｉ
の
利
便
性
に
よ
っ
て
古
典
文
学
研
究
の
可
能
性
が
押
し
広
げ
ら
れ
て
、
紙

媒
体
と
デ
ジ
タ
ル
と
の
往
還
の
中
で
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
・
研
究
デ
ー
タ
が
共
有
化

さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
り
、
必
要
に
応
じ
て
知
的
財
産
と
し
て
守
り
な
が
ら
、
研
究
が

進
展
し
て
い
く
未
来
が
思
い
描
か
れ
る
。
と
い
う
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
が
急
拡
大

し
て
い
る
現
在
は
、
既
に
そ
の
途
上
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

■
サ
ポ
ー
ト
機
能
と
確
認
体
制
の
必
要
性

　

と
は
言
え
、
新
た
な
試
み
に
は
常
に
懸
念
も
生
ま
れ
る
。
こ
れ
ま
で
私
達
の
殆

ど
は
デ
ー
タ
を
使
う
側
だ
っ
た
が
、
デ
ー
タ
を
作
る
側
に
立
つ
こ
と
は
さ
ほ
ど
容
易

で
は
な
い
よ
う
な
感
も
抱
い
て
し
ま
う
。「
和
歌
文
学
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
構
築
計
画
」

で
は
そ
の
た
め
の
配
慮
や
動
画
の
公
開
を
予
定
し
て
い
る
よ
う
だ
し
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
の
入

【
次
世
代
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
構
築
に
向
け
て
】

 
テ
キ
ス
ト
の
立
体
化
と
深
化
、
そ
し
て
共
有
化
へ

 
―
来
た
り
く
る
和
歌
文
学
研
究
の
未
来
の
た
め
に

―

田渕句美子［早稲田大学　教育・総合科学学術院教授］
国文学研究資料館教授などを経て現職。著書に『中世初期歌人の研究』（笠間書院、2001 年）、『阿仏尼』
（吉川弘文館、2009 年）、『新古今集　後鳥羽院と定家の時代』（角川選書、2010 年）、『異端の皇女と女房
歌人―式子内親王たちの新古今集―』（角川選書、2014 年）、『女房文学史論―王朝から中世へ―』
（岩波書店、2019 年）、『百人一首―編纂がひらく小宇宙』（岩波新書、2024 年）ほか。

田た

渕ぶ
ち

句く

美み

子こ



5

門
書
等
も
あ
る
が
、や
や
壁
も
あ
り
そ
う
だ
（
ス
キ
ル
の
拙
い
私
な
ど
は
特
に
）。
理
系
・

実
験
系
の
研
究
室
な
ら
ば
日
々
顔
を
合
わ
せ
、
方
法
や
進
展
を
共
有
で
き
る
が
、
そ

れ
と
は
異
な
る
人
文
系
研
究
者
に
は
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
は
、
職
場
に
も
何

ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
機
能
の
あ
る
共
同
体
制
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ

の
テ
キ
ス
ト
同
士
を
容
易
に
統
合
で
き
る
か
ど
う
か
も
気
に
な
る
。
Ｔ
Ｅ
Ｉ
準
拠
テ

キ
ス
ト
の
精
度
、
統
合
、
存
続
な
ど
の
た
め
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
る
だ

け
で
は
な
く
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
準
拠
テ
キ
ス
ト
の
確
認
体
制
を
作
り
、『
新
編
国
歌
大
観
』

の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
専
門
知
識
を
持
つ
編
集
者
が
関
わ
っ
て
ま
と
め
て
い
く
の
が

望
ま
し
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

■
『
源
氏
物
語
』
の
論
文
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
で
き
な
い
か

　

こ
の
「
和
歌
文
学
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
構
築
計
画
」
が
大
き
な
扉
を
ひ
ら
い
て
く
れ

た
が
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
は
さ
ま
ざ
ま
な
使
い
方
が
で
き
そ
う
な
の
で
、
そ
の
可
能
性
を
常
に

諸
学
会
で
も
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
和
歌
関
係
で
は
な
い
が
、
一
案
と

し
て
Ｔ
Ｅ
Ｉ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
『
源
氏
物
語
』
の
論
文
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。『
源
氏
物
語
』
の
本
文
を
掲
げ
、
そ
こ
に
そ
の
箇
所
を

論
じ
て
い
る
論
文
（
著
書
）
が
掲
げ
て
あ
れ
ば
、至
便
で
あ
ろ
う
。
近
年
『
源
氏
物
語
』

や
作
中
和
歌
の
論
文
を
数
編
書
い
た
が
、
取
り
上
げ
た
い
箇
所
や
和
歌
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
論
文
を
探
す
の
に
、毎
度
多
大
な
時
間
と
労
力
が
必
要
と
な
る
。キ
ー
ワ
ー

ド
だ
け
で
は
た
ど
り
着
け
な
い
の
だ
。『
源
氏
物
語
』の
研
究
者
人
口
は
極
め
て
多
く
、

論
文
数
は
厖ぼ
う

大だ
い

で
あ
る
。
苦
労
し
て
い
る
研
究
者
は
多
い
は
ず
だ
。
そ
れ
に
、
機
会

が
あ
れ
ば
こ
の
魅
力
的
な
作
品
の
一
角
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
と
思
う
研
究
者
は
、

他
分
野
に
も
多
い
だ
ろ
う
し
、
研
究
の
活
性
化
、
学
際
化
、
共
有
化
に
繋
が
る
。
こ

れ
は
著
者
が
各
々
、
随
時
簡
略
に
付
け
て
い
く
よ
う
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
勿
論

こ
れ
は
『
源
氏
物
語
』
に
限
ら
な
い
。

■
人
文
学
研
究
か
ら
理
解
と
連
携
を
強
化
す
る

　

和
歌
文
学
研
究
の
分
野
で
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
を
用
い
て
精
密
に
研
究
成
果
を
織
り
込
ん
で

い
く
こ
と
は
、
新
た
な
研
究
的
可
能
性
を
帯
び
て
お
り
、
そ
の
成
果
と
拡
大
は
楽
し

み
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
そ
れ
を
研
究
者
の
業
績
と
し
て
評
価
し
、
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
和
歌
関
係
以
外
の
分
野
・
領
域
に
お
い
て
も
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
と
い
う

方
法
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
使
え
る
か
、
何
が
始
ま
っ
て
い
く
の
か
、
私
達
研
究
者
の

側
か
ら
、
古
典
文
学
、
日
本
文
学
、
日
本
語
学
、
及
び
人
文
学
全
体
を
見
渡
し
て
、

理
解
と
連
携
を
強
化
し
て
壁
を
低
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。
何
と

言
っ
て
も
、
私
達
人
文
学
研
究
者
は
何
ら
か
の
テ
キ
ス
ト
を
基
盤
に
研
究
を
進
め
て

い
く
と
い
う
点
で
共
通
し
て
お
り
、
大
き
な
チ
ー
ム
な
の
だ
か
ら
。

　

来
た
り
く
る
和
歌
文
学
研
究
の
未
来
の
た
め
に
、
協
働
・
共
有
を
見
据
え
て
計
画

さ
れ
た
「
和
歌
文
学
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
構
築
計
画
」
を
見
守
り
つ
つ
、心
か
ら
の
エ
ー

ル
を
送
り
た
い
。（
た
だ
し
皆
さ
ん
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。）

＊
1　

久
保
木
哲
夫
（
一
九
三
一
〜
二
〇
二
二
年
）
…
…
都
留
文
科
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は

中
古
文
学
（
和
歌
文
学
、古
筆
切
）。
平
安
時
代
私
家
集
の
注
釈
を
多
数
刊
行
。『
私
家
集
大
成
』

Ｃ
Ｄ
化
委
員
会
委
員
、『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
編
集
委
員
。

＊
2　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
十
番
虫
合
絵
巻
」（https://juban-m

ushi-aw
ase.dhii.jp/

）
で
は
、
原

本
画
像
の
ほ
か
、
校
訂
本
文
・
現
代
語
訳
・
英
訳
な
ど
を
公
開
し
て
い
る
。
な
お
、
書
籍
版
『
江

戸
の
王
朝
文
化
復
興

―
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
所
蔵
レ
イ
ン
文
庫『
十
番
虫
合
絵
巻
』を
読
む
』（
文

学
通
信
、
二
〇
二
四
年
）
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

column
和歌文学本文は

どのように参照されて
きたの？

前近代の歌人は先行作品を参照する必要があったため、早くから多様な歌書が編まれてきました。平安
時代の主題別歌集『古今和歌六帖』、院政期の語別分類『類聚古集』、鎌倉時代の検索書『撰句抄』『撰集
佳句部類』、江戸時代の『古今類句』などがその例です。明治期には歌番号を付すなど画期的な『国歌大観』
が登場し、現在は全文検索も可能な『新編国歌大観』や『新編私家集大成』が研究の基盤となっています。
類型的な古典和歌の研究には膨大な暗記が前提でしたが、『国歌大観』の登場により、研究の裾野が大き
く広がりました。（加藤）

（上）【図 1】『千五百番歌合』XML データ
（下）【図 2】『千五百番歌合』TEI 和歌ビューワ

※ IIIF 画像は広島大学図書館所蔵本
☞公開作品の詳細は 8 ページを参照
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■
Ｔ
Ｅ
Ｉ
は
新
し
い
翻
刻
の
カ
タ
チ
に
な
る
の
で
は
な
い
か

　

Ｔ
Ｅ
Ｉ
（Text Encoding Initiative

）
と
い
う
言
葉
を
、
こ
こ
数
年
、
耳
に
す
る
機

会
が
増
え
た
。
私
が
Ｔ
Ｅ
Ｉ
を
意
識
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
幾
浦
裕
之
氏

の
「
百
首
歌
・
題
詠
・
画
中
歌
・
絵
入
本
の
Ｔ
Ｅ
Ｉ
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
試
み

―
天

和
三
年
刊
・
菱
川
師
宣
画
『
絵
入
藤
川
百
首
』
を
例
と
し
て

―
」（
日
本
近
世
文
学

会
春
季
大
会
、
二
〇
二
三
年
六
月
）
と
い
う
口
頭
発
表＊
＊

だ
っ
た
。
文
学
領
域
と
情
報
科

学
領
域
の
交
錯
と
い
う
点
で
興
味
を
惹
か
れ
た
し
、
単
な
る
文
字
列
以
上
の
情
報
を

テ
ク
ス
ト
に
盛
り
込
め
る
点
も
画
期
的
だ
と
感
じ
た
。
何
よ
り
「
こ
れ
は
新
し
い
翻

刻
の
カ
タ
チ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、「
興
味
を
持
つ
」
か
ら
「
実
際
に
や
っ
て
み
よ
う
」
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｉ
の
タ
グ
付
け
に
便
利
なO

オ
キ
シ
ジ
ェ
ン

xygen

な
る
ソ
フ
ト
（
下
記
コ
ラ
ム
参
照
）
を
ど

こ
で
入
手
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
分
か
ら
な
い
。
Ｔ
Ｅ
Ｉ
の
記
述
の
ル
ー
ル
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
、
分
か
ら
な
い
。
ど
の
タ
グ
を
ど
う
や
っ
て
使
え
ば
い
い
か
、
分
か
ら

な
い
。
タ
グ
付
け
し
た
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
、
ど
う
す
れ
ば
デ
ジ
タ
ル
本
文
と
し
て

表
示
で
き
る
か
、
分
か
ら
な
い
…
…
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
疑
問
は
、
誰
か
に
聞

け
ば
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
解
決
す
る
疑
問
で
あ
る
。
だ
が
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
研
究
会
に
わ
ざ
わ

ざ
問
い
合
わ
せ
る
よ
う
な
大
問
題
で
な
い
こ
と
は
、素
人
で
も
分
か
る
。
と
な
る
と
、

「
多
少
詳
し
い
人
」
を
探
す
わ
け
だ
が
、
誰
が
「
多
少
詳
し
い
人
」
な
の
か
が
分
か

ら
な
い
。
結
局
、「
な
ん
だ
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
ま
た
今
度
に
し
よ
う
」
と
、
Ｔ

Ｅ
Ｉ
を
遠
巻
き
に
眺
め
る
日
々
が
続
く
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
今
回
の
「
―
イ
チ
か
ら
は
じ
め
る
―
Ｔ
Ｅ
Ｉ
入
門
講
座
」
の
開
催

は
待
ち
望
ん
で
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。巷
間
に「
入
門
講
座
」と
銘
打
ち
な
が
ら
、ま
っ

た
く
入
門
的
な
内
容
で
は
な
い
と
感
じ
る
講
座
も
多
い
な
か
、
今
回
の
講
座
は
紛
う

方
な
き
「
入
門
講
座
」
で
あ
っ
た
。

■
講
義
＋
実
践
形
式
の
講
座

　
「
イ
チ
か
ら
は
じ
め
る
」
と
題
さ
れ
て
い
た
通
り
、
講
座
の
内
容
は
「
Ｔ
Ｅ
Ｉ
と

は
何
か
」「
タ
グ
付
け
と
は
何
か
」
と
い
う
概
略
を
学
ん
だ
後
、
①
講
師
の
幾
浦
氏

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
↓ 

②
幾
浦
氏
に
よ
る
具
体
的
な
タ
グ
付
け
に
関
す
る

説
明
↓ 

③
受
講
生
が
実
際
に
タ
グ
付
け
↓ 

①
〜
③
の
繰
り
返
し
と
い
う
形
で
進
行

し
た
。講
師
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
説
明
で
作
業
手
順
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
後
、

自
分
で
実
際
に
手
を
動
か
す
と
い
う
講
義
＋
実
践
形
式
だ
っ
た
た
め
、「
Ａ
と
い
う

タ
グ
を
使
う
と
、
Ｂ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
肌
感
覚
で
分
か
り
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
の
シ

ン
プ
ル
な
操
作
性
と
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
面
白
さ
を
実
感
で
き
た
満
足
度
は
大

き
か
っ
た
。

　

ま
た
、
主
催
者
の
加
藤
弓
枝
氏
の
ご
配
慮
に
よ
っ
て
、
専
門
領
域
の
近
い
参
加
者

が
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
お
り
、「
こ
こ
、
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
」「
ち
ょ
っ
と

見
せ
て
」
と
い
っ
た
、
さ
さ
い
な
助
け
合
い
が
自
然
と
で
き
た
の
も
よ
か
っ
た
。

荻原大地［昭和女子大学専任講師］
早稲田大学大学院教育学研究科教科教育学専攻単位取得後退学。博士（学術）（早稲田大学）。
愛知淑徳大学文学部助教、早稲田大学教育・総合科学学術院助教を経て、現職。論文に、「「佐倉惣五郎物」
実録の系譜―『佐倉花実物語』の位置づけをめぐって―」（『近世文藝』107 号、2018 年）、「大塩平
八郎物実録の展開とその受容」（『近世文藝』112 号、2020 年）などがある。

【
Ｔ
Ｅ
Ｉ
入
門
講
座
参
加
記
】

 
は
じ
め
の
一
歩

荻お
ぎ

原は
ら

大だ
い

地ち

「―イチからはじめる―TEI 入門講座」
2025 年 2 月 15 日 名古屋大学にて開催
☞次回の入門講座の詳細は 8 ページを

ご覧ください
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■
Ｔ
Ｅ
Ｉ
が
根
付
く
か
ど
う
か

―
研
究
実
績
の
評
価
と
ビ
ュ
ー
ワ
の
汎
用
性

―

　

質
疑
応
答
の
時
間
か
ら
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
多
か
っ
た
。「
Ｔ
Ｅ
Ｉ
の
テ

キ
ス
ト
デ
ー
タ
は
研
究
実
績
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
」「
散
文
・
韻
文
・

和
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
な
ど
、
分
野
ご
と
に
異
な
る
ビ
ュ
ー
ワ
の
乱
立
を
招
か
な
い
か
」

「
Ｍ
Ｄ
や
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
同
様
、
ビ
ュ
ー
ワ
の
寿
命
の
問
題
を
ど
う
考
え
る
か
」

と
い
っ
た
質
問
は
、
誰
も
が
一
度
は
聞
い
て
み
た
か
っ
た
質
問
で
あ
り
、
今
後
Ｔ
Ｅ

Ｉ
が
根
付
く
か
ど
う
か
に
関
わ
る
重
要
な
質
問
だ
っ
た
と
思
う
。

　

私
見
を
述
べ
れ
ば
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
、
少
な
く
と
も
、
従
来
の
翻
刻

と
同
程
度
の
研
究
実
績
と
評
価
す
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
基
本
的
に
文
字
列
の
み

の
提
供
に
留
ま
る
従
来
の
翻
刻
に
対
し
て
、
一
画
面
で
本
文
異
同
や
本
文
画
像
の
提

示
、
原
文
と
校
訂
本
文
の
切
り
替
え
な
ど
を
実
現
で
き
る
Ｔ
Ｅ
Ｉ
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

の
方
が
情
報
量
に
富
み
、
従
来
の
翻
刻
〉
Ｔ
Ｅ
Ｉ
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
と
す
る
根
拠
が

な
い
か
ら
で
あ
る＊
＊

。
ビ
ュ
ー
ワ
に
つ
い
て
は
、
小
学
館
の
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
』
が
採
用
し
た
「
注
釈
・
本
文
・
現
代
語
訳
の
三
段
組
」
を
再
現
で
き
る
ビ
ュ
ー

ワ
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
も
汎
用
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
実
際
に

Ｔ
Ｅ
Ｉ
を
使
え
る
人
が
増
え
て
い
く
こ
と
で
、
合
意
形
成
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

■
ま
ず
は
講
座
に
参
加
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
！

　

今
回
の
Ｔ
Ｅ
Ｉ
入
門
講
座
は
Ｔ
Ｅ
Ｉ
の
使
い
方
だ
け
で
な
く
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
を
取
り
巻

く
環
境
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
学
び
を
得
ら
れ
た
講
座
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
半
日

と
い
う
時
間
の
制
限
が
あ
っ
た
た
め
、
ど
う
し
て
も
作
業
が
駆
け
足
に
な
り
、
出
遅

れ
て
し
ま
っ
た
参
加
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
弱
か
っ
た
感
は
否
め
な
い
。
こ
れ
も
講
座

の
充
実
度
ゆ
え
で
あ
ろ
う
が
、
丸
一
日
、
あ
る
い
は
複
数
日
開
催
で
も
よ
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
に
、
私
の
勤
務
校
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
科
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
科
目
内
で
、
学
生
に
今
回
の
Ｔ
Ｅ
Ｉ
入
門
講
座
の
内
容
を
紹
介
し
、
俳
諧
作
品

の
タ
グ
付
け
【
図
3
】
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ど
こ
ろ
にxm

l:id

の
タ
グ
付
け
ま

で
で
き
て
し
ま
っ
た
。
学
生
い
わ
く
、「
わ
り
と
余
裕
」
と
の
こ
と
。
今
回
の
入
門

講
座
の
内
容
が
い
か
に
分
か
り
や
す
い
も
の
だ
っ
た
か
が
、
お
分
か
り
い
た
だ
け
る

だ
ろ
う
。

column
テキストデータを
作成するソフトは
何が良い？

TEI に沿ったマークアップには Oxygen XML Editor が便利ですが、無料で使える VS Code（Visual 
Studio Code）などでも基本的な編集は可能です。「Scholarly XML」や「XML（by Red Hat）」などの
拡張機能を入れると作業がぐっと楽になります。ただし、Oxygen には便利な機能が多く、プロジェク
トや丁寧なチェックには安心です。Oxygen は公式サイトから購入でき、個人や教育向けのライセンス
もあります。また、アンテナハウスという日本の企業からも入手可能です。（加藤）

　

実
際
に
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
の
楽
し
さ
も
、
難
し
さ
も
、
可
能
性
も
分

か
ら
な
い
。
少
し
で
も
Ｔ
Ｅ
Ｉ
に
興
味
が
あ
れ
ば
、
Ｔ
Ｅ
Ｉ
入
門
講
座
に
参
加
し
て

み
て
ほ
し
い
。
す
べ
て
は
、
そ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
の
だ
か
ら
。

＊
1　

幾
浦
裕
之
「
百
首
歌
・
題
詠
・
画
中
歌
・

絵
入
本
の
Ｔ
Ｅ
Ｉ
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
試
み

―

天
和
三
年
刊
・
菱
川
師
宣
画
『
絵
入
藤
川
百
首
』

を
例
と
し
て

―
」（『
近
世
文
藝
』
一
一
九
号
、

二
〇
二
四
年
一
月
）
に
掲
載
。

＊
2　

た
だ
し
、
作
業
時
間
の
観
点
で
は
、
従
来

の
翻
刻
の
方
が
手
軽
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
Ｔ
Ｅ
Ｉ

で
様
々
な
タ
グ
付
け
を
行
え
る
ほ
ど
の
研
究
の
積

み
重
ね
が
な
い
作
品
も
多
い
（
特
に
近
世
文
学
作

品
）。
し
ば
ら
く
は
、
従
来
の
翻
刻
で
作
品
紹
介

を
行
い
、
あ
る
程
度
の
研
究
が
積
み
重
な
っ
た
ら
、

Ｔ
Ｅ
Ｉ
で
エ
ン
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
流
れ
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（上）【図 3】俳諧作品にタグ付けをした XML データ
※対象とした作品は、水間沾徳点・大村蘭台撰「残
る蚊」歌仙。『近世文芸 研究と評論』第 93 号（2017

年 11 月）収載の注解の翻刻を用いた。

（右）TEI 入門講座当日の様子
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プロジェクト報告
詳細は、和歌文学テキストデータ構築計画 WEB サイト「研究成果」 https://wakatext.org/publications/ をご覧ください。

論文・書籍・研究報告
●「特集・座談会　テキストデータのこれから―歴史と未来をつつみこむ TEI」『武蔵野文学』第七二集（2024 年 12 月、

武蔵野書院）座談会：舟見一哉〔司会〕、幾浦裕之、海野圭介、加藤弓枝、田口暢之　ほか論文掲載
　※同誌は武蔵野書院公式サイトのお問い合わせフォームからお申し込みいただくことで、在庫があれば無料で入手できます。
●和歌文学会 令和 6 年 11 月特別例会「和歌文学研究、この次の百年」『和歌文学研究』第 131 号（2025 年 12 月）
　加藤弓枝「和歌文学研究、この次の百年―不易と流行―」／幾浦裕之「文字列一致を超えた和歌研究の可能性」／
　田口暢之「『千五百番歌合』藤原定家判の注釈と TEI」／海野圭介・舟見一哉・持田玲
　「次世代の和歌研究データに求められること」
●幾浦裕之「趣意および総括」中古文学会 2025 年度春季大会 シンポジウム「AI【で】

できること・データサイエンス【で】できること―いかに古典を “ 読み解く ” か―」
『中古文学』第 116 号（2025 年 11 月）

●舟見一哉「デジタル化に伴うテクスト遺産の変容―本文研究という営為と研究書
を例として」『近現代日本を生きるテクスト遺産（アジア遊学 305）』（2025 年、勉誠社）

●海野圭介「人文学データの大規模蓄積と研究資源としての利活用に向けて」日本学
術会議「日本文学の伝統と現代社会」分科会（2025 年 6 月）研究報告

パネリスト・ポスター発表
●海野圭介 2025 年度中世文学会春季大会 シンポジウム「古典とデータ駆動」（2025 年

5 月）パネリスト／軍記・語り物研究会 2025 年度大会 シンポジウム「デジタル時代
過渡期の古典文学研究」（2025 年 8 月）パネリスト

●舟見一哉、持田玲 DH 国際シンポジウム「東アジア／日本における人文学向けテキ
ストデータ構造化のためのガイドライン策定に向けて」（2025 年 9 月）ポスター発表

和歌文学会 令和 6 年 11 月特別例会
「和歌文学研究、この次の百年」

DH 国際シンポジウム ポスター発表の様子

テキストデータ公開情報

公開中　『千五百番歌合』『石清水社歌合』『古今和歌集』TEI 準拠テキストデータ
TEI 準拠テキストデータを TEI 和歌ビューワ及び XML データで公開中　☞ URL：https://wakatext.org/viewer/

予告　『百人一首歌加留多』TEI 準拠テキストデータ
『百人一首歌加留多 烏丸光広卿書』（近世後期写、大本一冊、国文学研究資料館所蔵・田安徳川家資料　https://doi.
org/10.20730/200023857）は、『百人一首』かるた札の書き方の見本帳です。墨付 27 丁の薄様に『百人一首』かるたの読
み札・取り札の枠線を設け、百首の上の句と下の句を散らし書きで示します。内題、奥書もなく現在知られる限り孤本です。 
当プロジェクトでは、和歌の基礎的マークアップの習得も兼ねて 10 人で分担して TEI 準拠でマークアップし、『百人一首』

『百人秀歌』との校異を示し、国書データベースの IIIF 画像を参照できるかたちで公開します。

─イチからはじめる─ TEI入門講座
お知らせ

［日時］2026年3月7日（土）13：00～17：00
［場所］早稲田大学国際会議場 第3会議室 ［定員］25名 ［参加費］無料 ［使用言語］日本語
［講師］幾浦裕之（文部科学省）
［対象］人文学を専攻している学部・大学院生・研究者・図書館職員など
［参加条件］ノートPCを持参できる方
［申込締切日］2月28日（土） 先着順  ［申込URL］https://forms.gle/ECUtrGNtArfWwLua9

申し込みQRコードは
こちら☞

特別なスキルは必要ありません。
テキストデータ構築に興味は

あるけれど、機会がなかった方、
やってみたけどうまくいかなかった方

など、大歓迎です！

和歌文学テキストデータ構築計画NEWS


